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文化財散歩
よねざわ

修理検討会での洛中洛外図

紅花染め体験会（観光物産市 in 横浜）

紅花教室での紅餅づくり（塩井小学校）

米沢の紅花の魅力を
次世代につなげていく楽しさ
■問合せ／地域振興課地域振興担当 ☎ 22-5111

〈第 33 回〉
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屏風の修理
■問合せ／社会教育文化課文化財担当 ☎ 22-5111
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　紅花プロジェクト専門の地域おこし協力隊員として、昨年
の５月から活動しています。「米沢に咲く、紅花。観光物産市
in横浜（６月24日・25日開催）」では、来場者の皆さんを華
やかにお出迎えするため、横浜市役所や横浜市中区役所への
紅花アレンジメントの展示や紅花染め体験会を実施しました。
　１カ月間のロングランイベント「最上川源流よねざわ紅花ま
つり2025（７月１日～31日開催）」では、パンフレット作製
から紅花アレンジメントの展示や企画・運営、紅花×山形新
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２年（1574）織田信

長から上杉謙信に贈られたとされるもので、安土桃山時代を
代表する画家、狩野永徳によって描かれました。現代に至る
まで上杉家で大切に保管され、その様子は明治時代の写真で
も見ることができます。平成元年に米沢市に寄贈され、平成
７年には国宝に指定されています。
　屏風は、平成 11・12年に大規模な修理を行いましたが、
それから 20年以上が経過し、絵の具を用いた部分の剥離や、
尾
お
背
ぜ
という屏風のつなぎ目部分のひび割れなどの劣化が目立

つようになってきました。そのため修理を行うこととし、現
在、東京の文化財修理専門の工房にて修理を行っています。

　修理は、膠
にかわ
を用いて絵の具の剥落を止めることと、ひび割

れの進行を防ぐことを中心に行っています。膠とは、主な原
料である動物の皮や骨を煮出して作る天然の接着剤で、日本
には奈良時代に中国から伝わりました。絵の具は、鉱物や貝
などを砕いて粉状にした顔料というもので、そのままでは粉
が落ちてしまい絵の具として使うことができないため、膠と
混ぜることで紙面に定着させています。また、膠は時間とと
もに劣化するため、定期的なメンテナンスが欠かせません。
　今回の修理は、ガバメントクラウドファンディングという
自治体版ふるさと納税を活用しています。多くの皆さんにご
支援をいただき、修理は順調に進んでいます。来春、上杉博
物館で再び展示する予定ですので、楽しみにお待ちください。

幹線×紅花小町撮影会まで、さまざまな過程に携わることで、
『米沢が紅花で染まる１カ月』を創り上げることができました。
　また、７月中旬には南部小学校と塩井小学校で紅餅づくり
の授業を行いました。この授業は、紅花の魅力を次世代につ
なげていくことを目的としていますが、参加した児童には紅
花をより身近に感じてもらうため、実際に紅花に触れてもら
うなど五感に響くような体験ができるよう工夫もしました。
　これらの活動の様子は「米沢に咲く、紅花」ホームぺージ
や SNS で発信しています。日々の活動を通して、自分自身
の紅花に関する知見を少しずつ深めることができています。
紅花が咲いている時期は
終わりましたが、まだま
だ紅花に関するイベント
や学校の授業は続きます
ので、これからも紅花プ
ロジェクト専門の隊員と
して頑張っていきます。

ホームページ

Instagram
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〈第 137 回〉
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とお薬の大切なお話
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 89 回〉

10 月は骨髄バンク推進月間です
■問合せ／健康課健康企画担当 ☎ 24-8181

　１人でも多くの患者さんを救うためには、１人でも多くの
人のご理解とドナー登録が必要です。特に、若い世代のドナー
登録が少ない状況です。皆さんのご協力をお願いします。

〇 なぜ多くのドナー登録が必要なの？
　骨髄移植や末

まっ
梢
しょう
血
けつ
幹
かん
細
さい
胞
ぼう
移植は白血病などの治療方法とし

て有効ですが、移植の際には骨髄や末梢血幹細胞を提供して

くれるドナーが必要です。ただし、移植を行うためには、患
者さんとドナーの白血球の型（HLA型）が一致している必要
があります（登録窓口で２ml の採血を行うことで、HLA 型
を調べて登録します）。一致する確率は数百～数万分の 1と
低いため、それだけ多くの人の登録が必要となります。
〇 どこでドナー登録ができるの？
　献血ルームや特定の献血バス運行日に登録ができます。
〇 骨髄移植ドナー支援助成制度があります
　骨髄などの提供を行うための休暇制度が導入されていない
企業や団体に属する人を対象に、最大 14万円を助成します。

こと」と考えてください。
　心不全の薬には、心臓の負担を軽くしたり、余分な水分を
体の外へ出したりする働きを持つものがあります。症状が落
ち着いたように思えても、薬をやめると状態が悪くなり、実
際に再入院となる患者さんは多くいらっしゃいます。
　薬の数が多くて不安になったり、「本当に必要なの？」と
疑問に思ったりすることもあるかもしれません。そんなとき
は、遠慮せずに医師や薬剤師に相談してください。家族の支
えも大きな力になります。
　毎日お薬をきちんと飲むことは、心不全の悪化を防ぎ、元
気な生活を続けるための大切な一歩です。飲み忘れが気にな
る人は、この機会に服薬の習慣を見直してみましょう！

心不全という病気は、心臓のポンプの働きが弱くなって、
体の隅々に血液を送る力が足りなくなる状態です。息切れや
むくみ、疲れやすさなどの症状があり、放っておくとだんだ
ん悪くなり生命を縮める病気です。心不全の原因には高血圧
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、心臓の弁

べん
の病気などがあり、年齢とともに患者

さんは増えていきます。
　この心不全とうまく付き合っていくためには、塩分を控え
た食事や無理のない運動など生活習慣に気を付けることに加
えて、お薬を正しく飲み続けることがとても大切です。これ
を「内服アドヒアランス」といいます。ちょっと聞き慣れな
い言葉ですが、「薬を忘れずに、自分でしっかり飲み続ける

【今月の医療職】
薬剤部 薬剤師
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〇 企業の皆さんへ
ドナーが協力しやすい環境を整えるため、「骨髄バン

クドナー休暇制度」の導入をお願いします。職場での理
解や環境整備が進むことで、より多くの患者さんを救え
る可能性が広がります。

市ホームページ

　ドナー登録の方法や助成制度などの詳細は、
市ホームページをご確認ください。




